
 

団 体 名 と び ま つ 森 の 会 

団体の所在地 神戸市須磨区 代表者名 堀  正人 

 

１．事業名 エコな活動で“里山づくり”を次代につなぐ 

2.実施期間 平成２５年４月～平成２６年３月 

3.主な実施場所 神戸市立飛松中学校・学校林“とびまつの森” 

4.活動形態 実践活動  

 

5.活動内容･結果 
（参加者、階層・人

数等） 

 

 

 

●夏休み小学生親子自然体験木工教室・・・とびまつの森を利用し小学生親子と木工作

品を作り夏休みを楽しむイベント。参加者 ９３名  25年７月 

●飛松中学校１年生夏休みソーメン流し大会・・・夏休み登校日に生徒・先生・会員で森の

河川敷を利用しソーメン流しを開催。 参加者１７０名 25年 8月 

●飛松中学校２年生トライやるウィークの受け入れ・・・学校からの依頼で３日間、生徒５５

名。森で飯盒炊爨、自然体験、須磨アルプス山登り、実習。 ２５年１１月。  

●秋の収穫祭と小学生親子自然体験木工教室・・・年間最大イベント、リース作り、竹細

工、野菜花苗販売、楽器演奏、。近隣住民・小学生親子、参加者１４５名  

●森の枯木、不要雑木、斜面根笹の刈取り、伐採集積しチップ車によりチップ化。 

●植樹・・・森に植樹１３本実施。 ２６年３月    

●菜園での無農薬野菜作りと近隣住民への販売。   ２５年４月～１２月 

 

 

6.成果・反響・ 

反省点等 

 

① ７年間手入れしてきた森が見違えるようになったと学校先生方、同窓生の方より 

お褒めの言葉を頂いている。 

② 年３回の森でのイベントは定着し毎回１００名前後の参加者が来る様になった。 

③ イベントにより学区内２校の小学生が飛松中学校に入学してくれると学校から喜ばれて

いる。 

④ 会員の高齢化と新入会員が少ないのが将来不安である。 

⑤ 正門横の菜園は近隣住民がいつも見ていて安く販売するので好評である。 

 

7.成果物 

 

今まで木工教室で作成した工作物を収納する展示小屋を今年度完成した。 

8.活動写真・  説明 

   

夏休み小学生親子自然体験

木工教室 

秋の収穫祭（太鼓演奏） 森での植樹１３本 

 

 


